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PRINCIPALITY OF ZEON
MASS PRODUCTIVE

ジオン公国軍宇宙戦用
量産型モビルスーツ
MS‐09R「リック・ドム」
1ノ100スケール
マスターグレードモデル
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という新たなカテゴリーを産み出していた。ZIMMAD社は.機動装備のほぼ全

てを空間戦闘用の装備と換装することで、06R型に匹敵するスペックに高めた

のである.つ まり、本来は機体スペースの多くを占めていた地上での稼働に必

要な各種の装備を宇宙用の装備と換装することで、プロペラントの増量とバー

ニアスラスターの出力強化などをクリアし.コ ストや生産性などを含むトータ

ルスペックで.当時最高水準の機体であるはすの06R-2を 降したのである。

それに伴う設計変更も微々たるもので.基本フレームにはほとんど手を加える

ことなく、軍の要求値を達成したのだ。ある意味、 ドムのベースデザインは、

自重を支える必要がない宇宙空間での運用において.その真価を発揮したと言

うこともできるだろう。加えて.Dタイプ以外のドム系の機体は、軌道上に展

開する部隊への配備や生産ラインをそのまま振り分けることが容易だつたとい

う事情もあったらしい。実際、ZIMMAD社 の09系の機体の開発拠点は、ジオ

ン本国やグラナダの工籠を始めとする宇宙に多く存在していたというメリット

もあったのである。
一方のZEONIC社は、次期主力機用のビーム兵器開発が遅れていたため、

この裁定に従つたと言われている。もつとも.この時期になるとメーカー間

によるコンペテイションなどもほとんど形骸化しており.後のMS-14と
MS-15の競作にしても単なるセレモニーに過●す.リ ック・ドムの採用

は、両社ともに納得すくだったとされている。

MS・00R‖lllH・11111

U.00079年 09月 18日。開戦以来長く続いていた膠着状態は・ガンダム・

の出現によつて終わりを告げた。新兵器モビルスーツ (以下.MS)の 実戦投

入によつて公国軍が得ていた優勢は揺らぎ、戦局は大きく動こうとしていた。

当時、公国軍において次期主力空間戦闘用MSと して提出されていたプラン

は、大きく分けて2つあったと言われている。ザクの最新型である06R-2タ
イプと新設計のMS-11で ある。MS-10は 09系の発展型で、MS-12、
13は、ジャブロー攻略を主目的とする要塞攻撃用の特殊MSだつた。そこに、

連邦軍のRXタイプMSの出現により、軍の要望として「ビーム兵器を運用可

能なMS」 という新たな要素が加わり、MS-11計 画はMS-14計画にスラ

イドした。ところが、MSが運用可能なビーム兵器開発の目途が立っていなか

ったため、次期主力MSの開発スケツュールは先送りされ.その間隙を埋め

るため.生産性の高い空間戦闘用MSの量産が決定したのである。それが.

本来は陸戦用の機体として開発されたドムの空間戦闘仕様機.MS-09
R、 いわゆるリック・ドムである。

当時ZEONIC(ジオニック)社が開発していた06日 -2型は.06F
の後継機選定において.スペックだけで比較するなら、ほぼ間違いなく

空間戦闘用次期主力MSと なっただろうといわれていたが、コストや生

産性に問題があったため.試作機が4機作られただけであった。ある意味で
.`ザ

ク・ をベースとした機体の機能向上は限界に達しており、同機はチューニン

グや操作性において非常にデリケー トな機体となってしまっていたのだ。一方

のZIMMAD(ツ ィマツド)社の提案によるMS-09Rリ ック・ ドムは、重力下

装備を宇宙用に換装するだけで、日標値をクリアしていたのである。

本来 ドムの開発目的は、重力下で実用レベルの機動性を発揮することであつ

た。その上で、MSと して充分な機能を盛り込むため、その仕様は・重MS・
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装されるようになったというのが一般的な説だが、前述のマッチング実験機の
カラーリングを流用しているのだとする説もあるようだ。

ドムおよびリック・ドムの携行するもつとも特徴的な武装がジャイアント・

′ヽズである。当時の人器としては最大級の破壊力を持つこの武装は.ある意味
でドム系の機体を象徴する武装であると言える。ただし、当然のことながら、
実際にはビーム兵器の採用も検討されていたようだ. ドム系の機体は、実効的
なビーム兵器をドライブするほどのジェネレーター出力は持たなかつたが、公
国軍においては機体からのエネルギー供給を受けないタイプのビーム兵器もい
くつか試作され、実戦に投入されたものもあるようだ。
その内のひとつが 'ビームバズーカ'と呼ばれる武装で. ドズル電下のリッ

ク・ドム部隊において試験的に運用されていたという記録も残つている。その
破壊力は.後のグルググ用ビームライフルを上回つていたと言われているが、
エネルギーチャージに時間がかかる上.携行中の暴発事故なども多発したた
め、量産には至つていないと言う。ただし.歩留まりの良いデバイスも皆無
ではなかったようで.真紅のリック・ドムが常用していたとする説もあるが、

詳細は不明である.

ちなみに、ZlMMAD社 におけるリック・ ドム開発に際して、当初のコー

ドナンバーはMS― R09であった。本来陸戦専用機として開発されていたド
ムは、ZIMMAD社内では '09・ という機体コードそのものが `.ドム"を指
していたのである。自社開発による制式MSはこの機体が初めてであり、補
助推進装置以外は.基本的に全ての機動装備が大気内で効率の良い熱核ジェ
ットを採用していた。それを空間戦闘用に再開発することになったため、言
わばロケット (=Rocket)タイプのドムという意味で.R09と表記されて
いたらしい。そのせいで、一時期は制式ナンバーそのものもMS― R09と 表
記されることが多かつたようだが、第2期生産計画が発表される頃になると、

公国軍開発局からの通達によって.表記の統―を計るためもあつて、
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YMS-09.い わゆるプロトタイプドムを起点とするドム系の機体は.ツク
には及ばないものの.相当規模のパリエーションを産み出している.また、M
S-14ゲルググに先行して.ボディ形状のフロック構造を採用するなど.それ

までのOEM生産などによって培われた技術が存分に盛り込まれているのであ
る。ます、 YMS-09ブ ロトタイブドム.MS-09ド ム、MS-09Rリ ッ
ク・ドム、プロトタイプドムを改修する形で熱帯地方対応の装備が追加され.

十数機程度生産されたYMS-09Dト ロピカルドム.さ らに形状改修を受けた
上で、徹底した防塵処理とエアロフォルムを取り入れたMS-09F/TROPド
ム・トローペン、′ヽック′ヽック部分に大出カバーニアを追加装備したMS-09
0ド ワッジ.MS-09Hド ワッジ改.第 2期生産計画に基づく新規設計のM

末尾に表記されるようになつていったらしい。
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アイは、重力下仕様機とのほぼ完全なコンバチ機だとされており、外観上
の差異もほとんど存在しないと言われている.

実際には. ドムを空間戦闘用に改装するプランは. ドムの本格量産よ
りも―ケ月以上前に立案されていたという説もある。これは軍主導て行
われていたメーカー間にまたがる極秘のコラボレーションのようなもの
で、それは06R系の機体に.ス ラスターを宇宙用バーニアに改装した
09の脚部を換装するという実験的手法によるマッチングの試験であつた
という。これによると.特にメインテナンスや生産工程の面で、当時すで
に少数量産されていた06R-lAの 脚部ユニットより良好な結果が出てい
たらしい。

_ヽ___｀

ヽ
ハ
ー
′

プ

〆

なお、ドムを初めて受領したのが・
黒い三連星'`部 隊であつたため、オデッ

サに散つた彼らを讃える意味から. ドムの多くは彼らのパーソナルカラーで塗
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S-09R2リ ック・ドムツヴァイ.などである.こ とにリック・ドムツヴ
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U.C.0079年 1月 。地球に最も遠い宇宙植民都市サイド3はジ

オン公国を名乗り、地球連邦政府に独立戦争を挑んだ。公国軍は

巨大な人型兵器MS(モ ビルスーツ)を投入し、宣戦布告と同時

にサイ ド1、 2、 4を襲撃.コ ロニーのひとつを地球に落下させ地

球環境に甚大な被害をもたらした。続く―力月あまりの戦いで .

当時 110億 を数えた総人口の約半数が死に至つた。その後、公国

軍は地上のおよそ三分の二を制圧した後、戦闘は長い膠着状態に

陥つた。同年9月 .連邦軍が開発したガンダムとホワイトベースの

出現により、戦局は変化しつつあり.公国軍もまた、陸戦用の重

MSドムの開発に成功していた.

戦況は再び動き出していた。同年 11月 、連邦軍による一大反政

計画オデッサ作戦の展開によつて公国軍の地上勢力の瓦解が始ま

った。それは同月下旬の連邦軍の本拠地であるジャプロー攻略戦

の失敗によつて決定的となり、戦場は宇宙空間へ移行しようとし

ていた。

公国軍は、開発の遅れていた次期主力空間戦闘用MSの代替機

として.重 MS・ ドム"を 宇日用の・リック・ ドム''に 改修し.

MS全体の高性能化と戦力の拡充を計つていた.リ ック・ ドムは、

期待にたがわめ性能を発揮し、攻守にわたつて健闘するものの、

時代の趨勢を変えるには至らなかつた 一 、
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1:'モ ノアイカメラ     =,ショルダーブロックアーマー‐l15メインスラスター   2マガジン    ●
'Iパ

ーテイクルチヤン′(―
‐
2‐ショルダーアーマー  ・]'|ウエストジョイントアーマー .(],ニ ージョイントアーマー 20サイトスコープ (00アクセラレートパレル
ー
●パワーサプライヤー  r':0'‐ オプションラッチ/ラッチカ′(-1,ニープロックアーマー ●Iネルギーサ方イヤーケープル

ー
(0〕 ロツドヒルト

|●ブレストアーマー   ■マニピュレーター   `■‐レッグアーマー    25フ ォアグリップ ー
132ヒ ートロッド

|●|スプレッドビームジェネレーター ‐,ユルボージヨイントアーマー ||.オブジェクトセンサー/スタビライザーなグリップ    .(3ビームフォーカスマズル
tフロントパネル     _]3フロントスカートアーマー ●_スパティアルセンサー をデータリンクケープル .こキャリング′ヽンドル

=.コ

クビットパッチ   14リ アスカートアーマー なトリガー       おマズル     ,35サイトセンサー

注)この機体は、グラナダエ厭のMS-09生産ラインが、U.C.0079年 11月 上旬からMS-09Rに転換されてから量産
された機体の内、いわゆる

..ロ
ングスカート"と呼ばれる後期バージョンです。
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0パーツ

0 XP.C02個、PC05個
P.C01個 、P.C02個
は予備です。

P.CO、 O、 0、 0は使い
ません。

マーキングシール…………1枚
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《お買い上げのお客様へ》 部品をこわしたり、なくした時は「部品注文カー ド」に

必要な部品の記号・番号・数量をはつきり書いて切り取り.封書 (裏面にお客様のお名前、

年齢、こ住所、電話番号を明記してください)にて、郵便為替または定額小為替で下

記までお申し込みください。代金は料金表通りです。為替証書は無記入 (自紙)で同

封してください。なお、部品の形状・重量で郵送料に過不足が生じるときがあります。

部品発送の際に表記額を超える時 |よ 不足分を請求、表記額以下の時に |よ 残額をお返し

いたします。もし部品に不良品がこざいましたら、その部品を切り取り、商品名を書

いて、下記まで封書にてお送りください。良品と交換させていただきます .

■申し込み先 (株 )バンダイ静岡相談センター

〒424‐8735静岡県清水市西久保305 TEL0543‐ 65‐5315

《料金表》●部品代は1個の料金です。

必要な部品の記号.番号 数量をかく

●注文された理由(Oで日む)(こわしたなくした)部品番号 NO・ N0 その他の部品

音5品(t 書 100円 各40円

郵送料 120円

部品注文カード

1999.10/T・ ON

部品の注文は「定額小為替」てお願い
いたします。        .99.1。

1/100SCALE MGン リース   ,
MS-09Rリック・ドム  σ`

74440-4000.
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△ 注 意

必ずお読みください

0この商品の対象年齢は15才以上です.(31い部品がありますので、安全上15才未満には適しません。〉

0小さな部品があります。日の中には絶対に入れないてください.窒息などの危険があります。

●ビニール袋を頭から被つたり、顔を覆ったりしないてください。窒息するおそれがあります。

0小さなお子様のいるこ家庭では、お子様の手の届かないところへ保管し、お子様には絶対に与え
ないでください。

(組み立てる時の注意〉
0組み立てる前に説明書をよく読みましょう.

0部品|よ番号を確かめ.ニ ッパーなどできれいに切り取りましょう.

切り取つた後のクスは捨ててください.

0部品の加工の際の刃物、工臭.塗料.接着剤などのこ使用にあ
たつては、それぞれの取扱説明書をよく読んで正しく使用して
ください,

0部品の中には.やむをえす.とがつたところがあるものもあり
ますか.気をつけて組み立ててください,

0塗装にはより安全な「水性塗料」のこ使用をおすすめします.
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MS-09Rの ヘッドモジュールは、

基本的に09のものがそのまま流用

されている。モノアイのレール以外

のユニットは基本的にザクやグフと同

等の機能を持つており、それが高密

度に実装されているだけなのである。

MS-09系の機体の特徴である頭部形状は、

MS-07系の試作機に採用された二次元軌道

をもつモノアイレールの開発によるもの。こ

れによって地対空戦闘などにおいても上方視

界を確保する事ができ、より地上戦に対応し

た設計が施されているといえるだろう。また、

補助センサーの高性能化に伴い、側方視界は

モノアイを使用しなくとも十分に捜索できる

こともあつて、主センサーを側面に振り向け

る必要がなくなつたのだとも言われている。ま

た頭部と胸部が一体化されている構造は、い

わゆる被弾率を軽減し、敵の銃弾などを可能

な限り跳弾させる¨めにも有効な手法であっ

たようだ。

／

′

ヽ

MS-09は 、結果的に “重モビルスーツ"に分類される

ほど大型の機体となつた。MS-09Rの 腕部も、“重力下
.'

という環境に対応した トルクと構造を持つたままだが、そ

れは無重量空間における機能向上にも有効であった。

MS-09Rの腕部ユニツトは.09用に開発されていたユニットをほぼその

まま使用しているが、オミットされた防塵装備などの空きスペースにはプロ

ペラントタンクが装備されている。この機体はもともと、高速移動の際.大型

のシールドなどの偏った装備によつて余剰なモーメントを発生させてしまわ

ないように、機体の装甲そのものをシンメトリカルにバランスさせた上で強

化する方向で設計されているため.そ れが図らずも空

間戦闘においても有効に働き、非常にバランスのとれ

たMSになつたのである。

逆に、各種スラスターなどの高速移動用装備の内
′

装と、それに伴う構造強化などに

より、フレーム自体に既存の機体

を上回る堅牢さが求められていた

ため、リック・ドムはザクを上回る

ヘビィデューティーさを手に入れ

たのである。さらに、専用武器と

も言える・ジャイアント・バズ''の

装備が確定していたため、それを

支え、また、十分に取り回し可能

なトルクを持つユニットとして、腕

部自体のボリュームが大きく増大

することになつたのである。また、

直接打突に使うという想定もあっ

たらしいが、空間戦闘ではその機

会もほとんどなかったようだ。

MS-09Rの 脚部 は、MS
が重力下を高速で移動するため

の試行錯誤を繰 り返 した末に採

用された構造だったが、その内部容

積には充分な余裕があつたため、熱核ロケツトヘの換装

にも余裕をもって対応できた要因となつている。

外見からはほとんど判別できないが、MS-09と 09Rの最も大きな違い

は脚部構造に集約されている.09で は推進用のスラスターや熱核ジェット
ユニット及びそのインテークなども装甲内に装備されていたが.宇宙用装

備に換装される際、足下のホバーユニットはプロックこと大口径のロケ

ットエンジンとして再設計され.ス ソ部分のスラスターも熱核ジェッ

卜から熱核ロケットに換装されている。加えて.主 にインテーク周

りの吸気機構や防塵装備のほとんどが不要となつたため、代わり

に大容量のプロペラン トタンクなどが装備されている。また、

大腿部の構造も `.重 力下'稼働を保障するための補助動力装備
が実装されていたプロックこと、推進剤のリザープ装備など

に換装されている。

HEAD UNIT
DO・H09′S.U011

用
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U 79年 2月 公国軍は 月 及ぶ膠着状態を て 宇宙 おける
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UC.0079年 12月 14日 ,キ ャメ几鑑稼を撃破し.続く19日 .中立コロニーのサイ ■

ド6宙域でコンスコン饉隊を撃破したホワイトベース部隊|ま 、同月21日、凛邦軍第3艦隊

との合流のため予定日域に向かう途中、その中間にあるかつてのサイド5、 ルウムの磁礁

宙域に浮かぶテキサスコロニーに停留していた。ルウム戦投以降.遺葉されていたはすの、

この観光用コ●こ―の周辺宙城て.敵書らししヽ懺影が確認されたからだ。このコロニーは.

公国軍によつて秘密兵器のトライアルに使用されていたのである.斥候に出たガンダムは.

敷設された0目や地雷に悩まされながらも内部に潜入する.その頃.オデッサ以来.ガン

ダムに煮え撻セ歓まされ続けてきたマ・クベ大には雷辱に燃えていた.僚機のリック・トム

を率い.新鋭機ギャンを駆つて、自らガンダムに戦いをり

`も

うとしていたのだが1?
■

●
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‐機体脅部をリアルに再現するナンバー

表記、注意書き等のマーキングシールを

セット。形式番尋1等のマーキングを要望

の高いガンダムデカールで再現しました。
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.ま さしく、公国事にとつての脅滅となつて.宇宙への帰還を果たしたのである1!
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U.C00フ 9年 12月 30日 .公口軍のソーラ・レイ斉射によって全檻梃の三分の一を喪

失した連邦艦隊は.数時間の内に態勢を立て直し、第二.第二人隊が縦一文字隊形でア・バ

オ

'・

クー宙域に侵入を開始.ルザルを旗書とする艦隊はホワイトベースを目標として集

結し.側面から7・ バオア・クーに攻め込もうとしていた。人類史上始まつて以来の大規模

な字宙戦争の幕が切つて落とされた。しかし.開発されたばかりの新鋭機グルクグは数が

足りす.ザクはすでにジムの■てはなかつた。■うしてリック・ドムが公国軍を支えていた

と言っても過吉てはない。だが.三割以上の艦艇を失つたと|さ いえ.連邦軍の物量|ま圧倒

的だつた。加えて、公口軍はすでに人的費凛において連邦に敗北していた。学徒動員を始め

とする窮余の策は.その決定的な国力のきを覆しはしなかつたのてある.そして……。

■■■
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大型化されたリアスカ
ー トをは じめ、内部バ
ーニアユニットも再現。
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(80%)+プ ラック(20%)トラルーミッ

+ホワイト

卜・足底などの塗襄色。

モ1..

FRONT V口 EW

′

口・

ミディアムブルー(70%)+ニュートラルグレー(00%)

・スカート裏などの菫装日。
シャインレット(90,6)+レ ット(10%)

ド(5%) ヽ

レ

′ ′

´ ●●_

録
腹部コクビットを中心と

する内部メカをリアルに

再現。

背部装甲は、脱着式で内部
メカニックやバーニア等、

細部ディテールを表現。
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レッグカバーは、脱着式
で、フレームやジェット
ユニツト等、内部メカニ

ックを再現。
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【三〕Ankle ■右足首 ■左足首

■足首・メカ部A

■足首・メカ部B■足首・メカ部B

口足首本体□■足首本体□

う0
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MS-09の ボディブロックは.それまでに採
用されてきた・ザク''ゃ・クフ''の構造とは一線
を画した物で.ジ ェネレーターフロックと胸
部.腰部を別ブロツクに分割し、機体可

MS-09Rの ボディユニットは、o9と比較してバツクパツクのパーニアユニ
ツトが大型化され、 'スカー トアーマー'と称される腰部ユニットもスラスターの
大出力化に伴つてさらに大型化されている。

採用されているタイレクトインと呼ばれる搭乗方式となつており.前面装甲
の泣き所であった搭乗′、しげヵヽ飛躍的に強化されている。ちなみに、脇腹の

拡散ビームジェネレーターは、当初ビーム兵器用のエネルギーサプラ
イターミナルとして設置されていたらしいのだが、ビーム兵器自体
の開発が遅れていたため.善後策として幻惑用の欺隔装備が

増設されたと言われている。これは
太陽以外の光源がない空間戦闘で

動やメンテナンス、機能向上に配慮し
た設計となつている。この構造を採
用していたため、改装が不要なブ
ロックは既成のユニットをそのま
ま使用でき.宇宙用装備への換装
も圧倒的に容易であつたのである.

特に、構造的にスラスターなどを取
り圏むようこ設計された・スカートアーマ
ー■ま.MSの泣き所であつたバーニア部
分の被弾率を圧倒的に

特に有効

であった

という。

低減させた上、09R
の量産に伴つてさら

に大型化され、下半

身ユニツトそのもの

が、全体として巨大

な0とつの集約型パ

機体に与えている。リック・ドムが特に「ス

カート付さ」と呼ばれるようこなつたのは、

この機動性を指してのことだつたのだとも言
われている。

コクビツトブロックは、ザクより後のほとんどのMSに

―ニアとして機能するこ

とで、圧倒的な機動性を

MS-09ド ムが使用する武装のうち、もつとも特徴的なものが、戦艦をも一撃で
撃沈すると言われるほどの威力を持つ “ジヤイアント・バズ"である。この武装を始
めとして、 ドムにも様々な兵装が供給されているが、リツク・ドムの実戦投入に前後
して、試作されたビームバズーカなどを装備する機体もあったと言われている。

HEAT SABER
MSの自兵戦用の武器.サーベル部分が自熱化

し.敵の機体を溶断する。発熱デバィスは高効率
でエネルギーを熱に変えるが、消耗が激しいため
基本的に使い捨てである.

360mmGB05R BAZ00KA
この′`ズーカは、一年戦争時に使用されたMS

の携帯用としては最大級の武装.別名・ジャイア
ント・バズ'と呼ばれ.大戦末期にはドム以外の
機体でも多用された.

BEAM BAZ00KA
公国軍による試作ビーム兵器の0と つ。メガ粒子の

縮退に連邦のエネルギーCAPとは異なる手法を用い
ている。エネルギーチャージに時間がかかるが.連邦
のMSビーム兵器の数倍の破壊力を発揮すると言われ
ている.
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Seal  下の図を見て、ガンダムデカールや
くシ=ル〉 シールのはる位置を確認してください。 ガンダム

デカールC
マーキング
シール0

ガンダムデカール
大数字0～ 9の組合せ

マーキンク
ガングム
デカール●

ガンダムデカールのはりかた。
1.転写するマークを大まかに切ります.

2転写する場所に軽く押さえ.ボールベン等

の先の丸い物て上から軽くこすりつけます.

3.シ ー ト部分を静かにはがし、転写していない

部分があれば.も う一度転写していない部分を
こすります.

,-)ta

マーキング
シール0

マーキング
シール0

ガンダム
デカールC

マーキング
シール0

マーキング
シール●

ガンダム ガングム
デカール0

マーキング
シール●

デカール0

(反対側t,同様)

ガングムデカール
ガングムデカール
小数宇0～ 9の組合せ

小数字0～ 9の相合せ

マーキング マーキング
シール0シール0

マーキング
シール0

マーキング
シール

`

マーキング
シール②

ガンダムデカール3)

マーキング
シール0

マーキング
シール②

マーキング
シールlι

(反対側も同様)

マーキング
シール⑦

マーキング
シール0

(反対側も同様)

ピ｀

=余
つたマーキングシールやガンダムデカールは好きな所にはつてください。
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